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　携帯電話やノートパソコンなどの小型の電子機器は、使用されるデバイスの高性能化により、発熱量が
増加していることから、放熱能力の向上が課題となっている。近年、電子機器用の新しい素材として、環
境負荷の少ない再生可能な植物を原料とした、バイオプラスチックと呼ばれるポリ乳酸樹脂が注目され
ている。日本電気㈱はこの度、植物由来の樹脂を用いて、ステンレス以上の熱伝導性を示す高熱伝導性バ
イオプラスチックを世界に先駆けて開発した、と発表した。この新材料は、含有させる炭素繊維の状態や
結合剤を工夫したものであり、従来困難であった局部的な高温化を防ぎながら筐体全体で放熱すること
が可能となった。 今後、より一層小型・薄型化が進む電子機器の発熱と、環境の双方の課題を克服でき
るものとして、環境適合素材の開発分野においても注目すべきものである。
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　携帯電話やノートパソコンなどの小型の電子機
器は、使用されるデバイスの高性能化が進み、発
熱量が増加していることから、放熱性の向上が課
題である。これまで電子機器の発熱対策として用
いられていた放熱ファンや放熱シートは、薄型機
器には適さない。一方金属筐体は、デバイス近傍
の局部加熱と重さの問題がある。そこで近年、電
子機器用の素材として、再生可能な植物を原料と
したバイオプラスチックとしてポリ乳酸樹脂が注
目され、これまで耐熱性や強度を大幅に向上した
ケナフ添加ポリ乳酸樹脂を開発し、携帯電話など
に利用されている。筐体全体としての熱伝導性を
高めるために、石油系樹脂に金属や炭素の粉体や
繊維を含有させることを検討しているが、プラス
チックの成形性が著しく低下し、比重やコストも
増加し、さらに環境負荷という課題がある。また
従来から使用されている生分解性プラスチックは、
プラスチックのように石油を使っても作ることが
できるが、これも環境負荷への課題がある。
　日本電気㈱はこの度、植物由来の樹脂を用いて
ステンレス以上の熱伝導性を実現し、電子機器の
環境対策と発熱対策の双方に寄与する高熱伝導性
バイオプラスチックを世界に先駆けて開発した、
と発表した。さらに、ポリ乳酸樹脂に有害物質を
添加することなく、難燃性や形状記憶性を付与さ
せることも考慮されている。今回、開発した新素
材の特長は、以下のとおりである。
① 金属素材の問題であった局部加熱の伝熱性問題
を解決させるべく、トウモロコシなどを原料と
したポリ乳酸樹脂に特定の繊維長の炭素繊維と
独自に開発した結合剤を添加・混合し、樹脂中
で炭素繊維を互いに結合させて網目状にした。
② こうして高度な熱伝導性（炭素繊維 10％添加で
ステンレス程度、約 30％添加でステンレスの２
倍の熱拡散性）を得ることができた。平面方向
への伝熱性についてテストした結果、デバイス
裏面の温度変化は、ステンレスよりも新素材の
ほうが変化が少なかった（表紙カラー図参照）。
③ 石油系熱伝導性プラスチックの半分程度の比
重を実現できた。また、ポリ乳酸樹脂よりも約
80％もの破断伸びが向上し、電子機器の筐体に
利用する上で必要な強度特性や成形性の問題も
解決できた。
④ 炭素繊維を除く成分は、結合剤も含め大部分が
植物由来であり（90％以上）、優れた環境調和性
を持つ。
　このバイオプラスチックを電子機器の筐体に利
用することで、従来は困難であった局部的な高温
化を防ぎながら筐体全体で放熱することが可能と
なる。またこの特性により、今後、より一層小型・
薄型化が進む電子機器の発熱と環境負荷対策の双
方を改善できる。植物由来のバイオプラスチック
は、分解されて発生する二酸化炭素と水も、元は
といえば大気中にあった二酸化炭素と、土壌にあ
った水である。よってライフサイクル全体で、製
造に要するエネルギー消費を除けば二酸化炭素を
発生させない。今回の開発は、こうした環境適合
素材の開発分野において注目すべきものである。
炭素繊維の網目がポリ乳酸樹脂中で形成
独自な結合剤（植物原料）
（樹脂中で微分散）
ポリ乳酸樹脂 炭素繊維（数mm長／～10％）
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